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巡回展「琉球列島の植物」の実施報告書 

-特別展「黒潮はくぶつかん」内での展示の例-

記入日：令和 6年 1月 12日 

館名・団体名 宮崎県総合博物館 

部署・担当者氏名 学芸課 黒木 秀一 

１．開催概要 

開催期間 

令和  5年 10月 14日（土） ～ 令和 5年 11月 26日（日） 

開催日数： 38日（休館日を除いた日数をご記入ください） 

展示会場広さ （展示会場平面図があれば、別途添付してください） 

約 750 ㎡ 

開催の様子 （写真） 

大型バナー展示の様子 

レプリカ・乾燥資料（鹿児島県博所蔵） 写真パネル展示の様子 

を併せたパネル展示 
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２．開催にあたって 

開催までのながれ （設営・撤去における対応スタッフ数） 

  令和 5年 10月 2日 展示物搬入 

令和 5年 10月 4日 ～ 令和 5年 10月 4日 設営（６人） 

令和 5年 10月 14日 ～ 令和 5年 11月 26日 開催 

令和 5年 11月 27日 ～ 令和 5年 11月 27日 撤去（３人） 

令和 5年 11月 29日   展示物搬出 

内容および運営上の工夫があればご記入ください 

この展示会では、「黒潮」をキーワードに、宮崎県から琉球列島の黒潮ルートの生物や

日向灘沿岸部の地形・地質、海岸部で暮らす人々のくらし、海産物を使った郷土料理など

を紹介した。「日向灘沿岸と琉球列島の植物」「黒潮ルートの世界遺産」のコーナーでは巡

回展「琉球列島の植物」のバナーやパネルを設置した。巡回展パネルとあわせて、鹿児島

県立博物館から借用した奄美の固有植物のレプリカ、ヤンバルクイナ、アマミノクロウサ

ギなどの固有種の剥製のほか、宮崎大学の学生が小学生以下を対象に制作した VTR「琉球

列島の生きもの」を上映し、黒潮の影響を受けながら琉球列島に生きる世界遺産エリアの

動植物の展示を行った。 

 

 

展示物に対する来場者の反応はどうでしたか 

琉球列島の成り立ちや島々の特徴などを巡回展パネルで紹介し、多様な環境に適応して進

化した固有種をあわせて見学できたことから、琉球列島の植物だけでなく、動物もあわせた展

示が展開でき、あわせて琉球列島の生きものの進化の仕組みの理解も深めてもらうことができ

た。また、子供向けの VTRを大学生に制作してもらい、琉球列島の固有種について親しみを持

って学習してもらった。 

 

 

 

３．広報について 

広報方法（チラシ等のデータがあれば、別途添付してください） 

ホームページでの広報をはじめ、チラシ、ポスター、行事案内を県内の幼稚園、小学校、

中学校、高校、マスコミ、福祉施設、県内外博物館、観光施設等に配布した。 

 

 

＊この報告書やチラシ、写真は国立科学博物館の webにて紹介させていただきます。  






